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大学院教授からのご挨拶 

 

衛生学公衆衛生学分野開講20周年を記念して，ご挨拶申し上げます。 

 

2003年5月に日本医科大学に着任し，10年目に記念誌をまとめていただきました。教室員

各位のご尽力で，教育・研究・社会活動を継続することができ，心から感謝しています。最

近の10年間でも，教室員の転出・転入があり，教育・研究の新しい流れも生まれています。

もちろんこれまでの研究を着実に進めて，その成果を公表しつつ現在に至っています。 

 

私的には入院と手術を経験し，年を重ねることでこれまで見えなかったものが，より鮮明に

なったこともあります。付属病院の先生にもお世話になり，日ごろの健康管理の重要性を再

認識しています。 

 

定年まで残り１年となりました。多くのことはできませんが，残された時間で，これまでの

足跡を振り返り，今後の生き方を考えていきたいと思っています。また、教室員が関係する

教育と研究について，より深くかかわっていきたいと思っています。今回の20周年記念誌

も，前回と同様，教室員各位が過去を振り返ることで，これからの道筋を思い描くための機

会にしたいと考えました。教授記念誌ではなく教室記念誌です。 

 

私の教育・研究活動の恩師である群馬大学名誉教授 鈴木庄亮先生もご健在で，大変有難く

思っています。10 周年記念誌に書いた目標が到達できたかどうか心もとない点もあります

が，恩師の導きを忘れず，今後も人材育成を心掛け，教室の発展に貢献したいと考えていま

す。 

 

この1年間，毎日の通勤時に森永エンゼルカレッジの「源氏物語全講会」をネットで拝聴し

てきました。講義を担当されているのは，国学院で教鞭をとられていた歌人 岡野弘彦先生

です。録画は2013年に終了しているのですが，このような動画を利用できることをありが

たく思っています。 

https://angel-zaidan.org/genji/ 

 

還暦を過ぎて，自分の足元がやや不安定になりつつありますが，残された時間を有効に使っ

ていきたいと思います。 

 

令和6年3月 

日本医科大学衛生学公衆衛生学分野 大学院教授 川田智之 
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教室員一覧 
 

2013年 4月 

教授  川田 智之 

准教授  李  卿 大塚 俊昭 

講師  若山 葉子 稲垣 弘文 李  英姫 

助教  勝又 聖夫 平田 幸代 可知 悠子 

ﾃｸﾆｶﾙ･ｽﾀｯﾌ 平田 紀美子 

ﾃｸﾆｶﾙｻﾎﾟｰﾄ･ｽﾀｯﾌ 五月女 孝子 

ｱｼｽﾀﾝﾄ･ｽﾀｯﾌ 小林 麻衣子 

大学院生 加藤 活人 

 

入職 

2016年 4月 加藤 活人 

2017年 4月 陣内 裕成 

2021年 5月 伊藤 亜里 

退職 

2016年 3月 李 卿 

2018年 3月 可知 悠子 

2018年 3月 若山 葉子 

2019年 3月 勝又 聖夫 

 

大学院入学 

2014年 4月 西城 由之 

大学院修了 

2015年 3月 加藤 活人 

2018年 3月 西城 由之 

 

2023年 3月現在 

教授  川田 智之 

准教授  大塚 俊昭 李  英姫 

講師  稲垣 弘文 加藤 活人 陣内 裕成 

助教  平田 幸代 伊藤 亜里 

ﾃｸﾆｶﾙ･ｽﾀｯﾌ 平田 紀美子 五月女 孝子 

ﾃｸﾆｶﾙｻﾎﾟｰﾄ･ｽﾀｯﾌ 佐藤（小林） 麻衣子 
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職名 大学院教授   氏名 川田 智之   勤務期間 2003年 5月～  
 
1）2013年 4月から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 
 
教育関連：衛生学公衆衛生学講義・実習，社会医学講義，研究配属などを担当 
 
研究関連：教室員が進めている調査・研究に対するアドバイスを行いながら，自己研究とし

て，外部研究資金および講座研究経費を活用した職域疫学研究を実施し，その結果を学術論

文として公表する活動を実践してきた．また，研究諸論文に対するコメントを Letterある
いは Correspondence として，継続的に報告してきた．これまでも，これからも教室員が不
安なく研究活動に従事できるよう，研究体制の整備に心がけていきたい． 
 
学内業務：倫理委員会，教務部委員会の各委員 
 
地域社会活動：文京区地域保健推進協議会および同区地域福祉推進協議会保健部会の各委

員 
 
学会活動：日本健康学会理事，日本産業衛生学会代議員，日本衛生学会評議会員 
 
 
2）今後の業務計画と到達目標 
 
 教室発展のため，引き続き全力を尽くしたい．会計，庶務，教育担当教員を軸に，教職員

各位の力を結集して，組織の充実を図っていく．職場での問題点を講座責任者が把握できる

よう，日頃より良好なコミュニケーションを心掛けたい．コロナ蔓延化が意思疎通を阻害す

ることのないよう，充分に配慮したいと考えている． 
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職名 准教授   氏名 大塚 俊昭   勤務期間 2008年 4月～  

 

1）2013年 4月から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 
・教育関連 

① 医学部第 2-3学年、第 6学年の衛生学・公衆衛生学講義、衛生学実習、研究配属 

② 医学部第 5-6学年副担任（2020-21年度）、医学部第 4学年副担任（2023年度） 

③ 医学部第 2学年 SGLチューター 

④ 日本医科大学看護専門学校、すみだ医師会立看護専門学校における講義（2015 年ま

で） 

⑤ 教務部カリキュラム委員会およびカリキュラム評価委員会委員 

⑥ 本学医学部第一次入試監督責任者 

・研究関連 

① 職域集団を対象とした循環器疾患および生活習慣病発症リスクに関する疫学研究 

② 糖尿病患者および健常者を対象とした HDLに関する研究 

③ トロポニン Tをはじめとする新たな心血管バイオマーカーに関する研究 

・教室運営 

① 教室ホームページの管理（2016年まで） 

② 予算管理 

・社会活動活動 

日本動脈硬化学会評議員（2012年～）、日本高血圧学会評議員（2013年～）、日本臨床生

理学会評議員（2015年～）、日本循環器病予防学会評議員（2015年～）、日本疫学会代議

員（2017年～）、日本医科大学医師会理事、東京都医師会学術委員会委員（2017年～2021

年）、日本不整脈心電学会研究倫理委員会委員（2021 年～）、日本循環器学会予防委員会

幹事（2022年～） 

 

2）今後の業務計画と到達目標 
① 研究について 

前回から引き続き、健常者の健康維持に貢献しうる研究活動を行いたい。 

・現在進行中の前向き職域疫学研究を継続し、労働者の健康保持に関する有益な知見を

発信したい。 

・教室として地域疫学研究を立ち上げ、本教室発の疫学的エビデンスを発信したい。 

② 教育について 

医学部学生の国家試験合格はもちろんのこと、臨床医となった後も公衆衛生マインド

を忘れることのないよう、記憶に残る教育を心がけたい。 

③ 教室活動その他について 

引き続き、予算管理について責任を持って担当したい。  
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職名 准教授   氏名 李 英姫   勤務期間 2002年 6月～  

 

1）2013年 4月から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 
・教育関連 

医学部第 2学年「衛生学・公衆衛生学」講義、SGL 課題作成・チューター； 

医学部第 3学年「衛生学・公衆衛生学」講義、実習、および研究配属； 

医学部第 6学年「社会医学」講義、綜合試験問題作成； 

日本医科大学看護専門学校の「環境学」講義などを担当しました。 

 

・研究関連 

大気汚染物質による呼吸器疾患発症・増悪メカニズム、および予防対策について分子機構に

基づいた検討を行っています。ディーゼル排気粒子曝露による酸化ストレスの epithelial-

mesenchymal transition (EMT)プロセス、および細胞遊走への影響について、気道上皮細胞、

肺線維芽細胞を用いた研究を行っています。Nrf2 ノックアウトマウスを用いたディーゼル

排ガス吸入曝露に関する研究は東京理科大学総合研究機構武田教授グループと共同研究を

行いました。 

 

・教室運営 

2018年 4月から、セミナーおよび抄読会記録の作成・管理を担当しています。 

 

・その他学内外活動 

第 1 回本学と東京理科大学とのシンポジウムを企画し（2014 年）、書籍「PM2.5: Role of 

Oxidative Stress in Health Effects and Prevention Strategy」にて東京理科大学、杏林大学と共同

編集を行いました（2015 年）。オープンキャンパス 2014 の衛生学・公衆衛生学を担当しま

した。 

環境省「微小粒子状物質等毒性学」文献レビューワークグループの委員を務めました（2013

年）。 

 

2）今後の業務計画と到達目標 
川田教授就任 20年間、実験研究を行いながら、疫学研究について学び、今後はいままでの

基礎医学研究の成果を踏まえて、臨床試料を用いた研究を目指したいと思います。 

教育面では、医学教育のための FDワークショップ（2019年）で習得したアクティブラーニ

ングを活用し、学生のラーニングスタイルを心がける教育を目指したいと思います。 
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職名 講師   氏名 稲垣 弘文   勤務期間 1989年 4月～  

 

1）2013年 4月から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 
教育関連：3 年生「衛生学」講義及び実習、5 年生(旧)「公衆衛生学」講義、5～6 年生(旧)

「公衆衛生学」BSL、4年生(旧)「社会医学コース」講義、6年生「社会医学コース」講義、

4年生 SGL、3年生(旧)グループ演習、2年生 SGL、基礎配属を一部担当した。他には、3年

生 SGL課題作成、6年生綜合試験問題の作成を行った。CBT関連は別掲。 

 

研究関連：細胞培養技術、モノクローナル及びポリクローナル抗体を用いた生体物質の免疫

学的測定や構造解析、HPLC等を用いた化学分析を基盤技術として、衛生学公衆衛生学領域

における研究活動を行った。主たる研究対象は、免疫系で働くとされているグランザイム 3

であり、平田助教と共同で研究を進めてきた。また、他の教室員が各自の研究を進める上で、

上記基盤技術に関する事柄についての研究の補助、サポート、指導を行ってきた。さらに、

学内他分野や学外の研究者についても、同様にサポート、共同研究を行った。 

 

CBT 関連：当初より、共用試験機構による問題公募に対応する出題を行ってきたが、共用

試験機構において行われた公募問題のブラッシュアップ作業に参加したのをきっかけに、

共用試験機構のプール化専門部会委員を委嘱され、機構における会議や作業に参加してき

た。学内においては、CBT実行委員会の副委員長を拝命し、CBT本試験、追再試験の試験

監督、学生へのガイダンス、公募問題作成のための教員への説明会及び学内ブラッシュアッ

プ作業を担当した。 

 

その他学内業務：(旧) 3・4 号館から大学院棟への引越しに関して多くの時間を費やした。

大学院棟の当該区画の設計、購入・移設機器の選定、引越しのスケジュールや手順について

の検討、打ち合わせを行った。一部学生実習室についても検討した。教室員の尽力により、

スムーズに引越しが済んだことに感謝している。他には、日本医科大学看護専門学校の「環

境学」及び「保健医療学」講義を一部担当した。 

 

その他学外活動：日本産業衛生学会関東地方会幹事、地方会ニュース編集委員を務めた。ま

た、(財)労働科学研究所における作業環境測定士登録講習を一部担当した。 

 

2）今後の業務計画と到達目標 
 研究をより精力的に進め、まとめるべきものをまとめることに尽力したい。一方で、若い

研究者が、研究に邁進できるよう、サポートと環境整備にも引き続き努力する。目標は、学

外の教員公募に出して恥ずかしくない業績。  



11 
 

職名 講師   氏名 加藤 活人   勤務期間 2016年 4月～  
 
1）着任から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 
 

大学院生として 2011～2014年まで当分野（環境医学分野）在籍した後、一年間の循環器内

科での臨床業務を経て 2016年より教員として着任いたしました。 

教育としては医学部生の講義・実習や SGL、看護専門学校講義などを担当いたしました。ま

た、2022 年度には循環器内科医師と共同で、第 3 学年へ臨床医学の基礎的アプローチ講義

（タイトル：循環器の臨床と疫学）を担当いたしました。 

研究配属「課題名：疫学研究へのアプローチ－循環器疫学と老年疫学－」を 2019年度より

毎年募集し、数名の学生に疫学研究の基礎やデータ解析の方法などを中心に指導し、さらに、

研究体験・後期研究配属として研究を継続した学生に対して、学会発表・論文執筆を目標に

指導しております。 

研究面では大学院の在籍期間より解析を続けていた人間ドックデータを用いた耐糖能異常

と炎症反応指標（CRP）についての論文を 2編執筆いたしました。また、大規模二次データ

（全日本ウツタインデータ、循環器疾患診療実態調査データ：JROAD）を用いた研究でデ

ータ解析を行い、それぞれ 1編ずつ論文を執筆いたしました。現在も JROADデータを用い

て研究継続中であります。その他、付属病院診療科の医師と共同研究として論文を執筆いた

しました。なかでも循環器内科の心不全 DPCデータベース研究グループに在籍し定期会議

に参加、主に機械学習を用いた心不全の予後予測に取り組んでおります。その他、2022 年

からは日本循環器学会の多様性を考慮した循環器疾患ガイドライン作成の委員を務めてお

ります。 

教室運営としては教室会議事録の作成、教室ホームページの管理を担当しております。 

 

2）今後の業務計画と到達目標 
 

教育面ではシラバスを中心とした学習内容で研究心を有する医師と医学者を育成するため

学生の研究心を刺激できるようなより魅力のある実習・講義を行っていくことが目標です。 

研究配属・後期研究配属ではより実践的に疫学研究の手法を習得できるよう指導を目指し

ます。また、卒後教育として院生や臨床診療科の研究生等へ共同研究を通して積極的に指導

に励みます。 

研究面では現在進行中の研究、2次データを用いた研究課題について、学会発表・論文執

筆をするとともに、継続して研究費の獲得を目指します。また、共同研究でのプロジェクト

では主に研究デザイン・統計解析等でグループに貢献できるよう研鑽を積んで参ります。 
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職名 講師   氏名 陣内 裕成   勤務期間 2017年 4月～  
 
1）着任から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 
 

着任から 5年間、公衆衛生学教室の取り扱う学問領域と業務範囲の広さを感じています。

衛生学公衆衛生学と社会医学の講義、リハビリテーション講座とのコラボ講義、SGL など

を経験しました。研究配属では「疫学へのアプローチ」を新設し、開始後 3年間で研究配属

7名、研究体験 3名について、疫学の系統的学習、大規模コホート研究への参画、専門家へ

のヒアリング機会を提供し、欧文論文執筆（1名）、医学研究継続認定証による受賞（1名）、

日本公衆衛生学会などでの学会発表（3 名）などの嬉しい成果がありました。また、実習

「EBMの評価と適用」の企画・運営に中心的に関わることにやりがいを感じています。 

研究では、地域住民を対象に、慢性運動器痛の実態調査を進めました。新たな介入形態＜

brief-See：ちょっとみる＞を開発し、サルコペニア・フレイル・ロコモティブシンドローム

の予防に関する多施設共同のフィールド調査を継続、拡大しています。自治体や企業などと

の共同で、人生 100年時代の健康づくりとして、特にセルフマネジメント支援に着目したプ

ログラムの実装事業に複数関わるようになれました。着任からこれまでに日本疫学会や日

本公衆衛生学会での受賞歴は 3回を超え、論文 17編、国際学会発表 3回、国内学会発表 22

回、日本疫学会認定の疫学専門家への登録、EBMer/EBMeducatorフェローシッププログラム

の修了、Cochrane Review Workshopの修了などを達成しました。 

 

2）今後の業務計画と到達目標 
 

川田教授をはじめ教室員の理解があり、多くの学びが得られる 5年間でした。今後の目標

は教育的課題や社会的課題の解決に、より明確に発展させていくことです。 

私の医学教育における第一の目標は、疫学や EBMを臨床に有益なツールとして利用でき

る医師を増やすことです。「疫学はビックデータを取り扱うだけの実践とは離れた研究」と

の誤解や「EBM は科学的根拠の機械的な当てはめ」との誤解も多くあります。今後も学生

には体系的な学習とプロジェクトベースの学習を組み合わせた学習機会を提供し、疫学や

EBMが臨床で活かせる魅力あるスキルであることを伝えられる人材の育成に努めます。 

また、理学療法士のようなリハビリテーション専門職は、公衆衛生の研究と実践、中でも地

域で予防に関われる者はわずかです。これには現行の社会保障制度が大きく影響していま

す。しかし、リハビリテーションで用いられる機能回復と自立支援に必要な技術は、「元気

な高齢者を増やす地域づくり」に大いに貢献できると思っており、将来の健康づくりを方向

づける可能性があると思っています。地域や医療の現場でのモデル事業づくりとその実装

活動を続け、研究と実践の両方をつなぐ人材になるよう努めます。 
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職名 助教   氏名 平田 幸代   勤務期間 1996年 4月～  

 
1）2013年 4月から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 
 

教育： 

衛生学・公衆衛生学（第 2学年～3学年）の講義および実習：実習については、2016年よ

り「水環境の衛生学」水質試験法を責任者として担当、2017年より、新たなプログラム「水

環境の衛生学」注入塩素と残留塩素を作成、実施、社会医学（第 6学年）の講義、綜合試験

問題（第 6 学年）の作成、研究配属（基礎配属）（第 3 学年）：責任者およびサポートを担

当、SGLチューター（第 2学年）、千葉北総看護専門学校、環境学の講義 

研究： 

・免疫細胞に存在する酵素、グランザイム３の機能や役割の解明: 特異的な Sandwich ELISA

を改良、NK細胞における前駆体型および活性型ヒトグランザイム 3の産生量の解析、ラッ

トグランザイム 3の Sandwich ELISAの作製 

・肝の脂肪化における血清コリンエステラーゼ活性上昇とその性状: 特異的な Sandwich 

ELISAを確立。脂肪肝モデルの細胞におけるヒトコリンエステラーゼの産生量の解析 

・教室内の共同実験における補助およびサポート 

社会活動： 

2015 年に文京アカデミー生涯学習事業・大学等連携事業である「文京子どもアカデミア

講座（夏休み子どもアカデミア講座）」の「きれいな色のお菓子のひみつ（食の安全～食品

添加物～）」（稲垣講師）のプログラム作成サポートおよび実施サポート 

教室運営： 

 学生教育に関する業務（教室内の教務）担当 

 純水製造装置・超純水製造装置のメンテナンス担当 

 

2）今後の業務計画と到達目標 
 

教育： 

講義や実習、研究配属については、学生が自身で考え、興味を持てるように工夫を行う 

研究： 

・グランザイム３については、免疫細胞における産生や活性、機能の解析の継続、生化学的

性状を含めたラットグランザイム 3の基質特異性の解析およびヒトとの比較検討 

・コリンエステラーゼの測定方法の感度などの改良、生体における役割、脂肪肝における産

生量の解析 

以上の結果をまとめ論文作成を行う。 
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職名 助教   氏名 伊藤 亜里   勤務期間 2021年 5月～  

 

1）着任から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 
 

1. 教育について 下記の４点を担当した。 

 ①医学部２年生のSGLチューター 

②医学部２年生の３年生の衛生学・公衆衛生学講義及び実習 

③医学部３年生の研究配属指導 

④日本医科大学看護専門学校の衛生学の講義 

2.研究について 

 ①急性骨髄性白血病（AML）治療に特化したキメラ抗原 T 細胞の開発を理化学研究所と

の共同研究で行っている。 

 ②NK や T 細胞の疲弊と細胞内顆粒の状態に関する研究を立ち上げ、基礎配属の学生と

も、共に行なった。 

3.社会活動について 

 ①第94回日本生化学会において、シンポジウムを主催し、シンポジストとしても発表し

た。 

 ②第84回日本血液学会学術集会において、教育講演（「動物モデルによる AMLの病態お

よび治療法の解明」）を行なった。 

 ③一般向けのイベント免疫ふしぎ未来2022 に参加し、子供たちに DNA抽出を教えた。 

 

2）今後の業務計画と到達目標 
 

1. 教育について 

学生が医師になった後、患者さんを取り巻く環境に思いを馳せられるような教育を行いた

い。大気汚染や環境労働について、最新の知見を入手し、学生に伝えていきたい。 

2. 研究について 

日本医大で今後自身の研究テーマの骨子となる研究の立ち上げに尽力したい。 

3. 社会活動について 

誘われて参加することが多かったので、一層積極的に参加していきたい。 

4. 教室運営 

理化学研究所への出張が多く、今まで十分な貢献ができていなかったが、これからは本学勤

務の日が多くなるので、自分のできることを見つけて担当したい。 
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職名 ﾃｸﾆｶﾙｽﾀｯﾌ   氏名 平田 紀美子   勤務期間 1990年 4月～  

 
1）2013年 4月から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 
 

＜教育＞ 

① 第 3学年で行われる衛生学実習や基礎配属・研究配属において実習書の作成、レポート

のチェックや学生の出欠確認など教員の補助や学生指導 

② 第 3学年及び第 6学年の衛生学・公衆衛生学講義において学生の出欠確認や講義資料の

作成補助 

③ 日本医科大学看護専門学校の新入生特別講義・実習において資料作成の補助や実験実習
の実技指導 

＜研究＞ 

1. HPLCを用いた生体試料中の Catecholamine代謝物、Nicotine及び Nicotine代謝物の測定 

① 女性(特に妊産婦)に対する継続的な禁煙支援法の構築 

② 唾液を用いた非喫煙者の受動喫煙のストレス評価 

③ 血漿中 Nicotine、Cotinine測定 

2.その他 

① 試薬管理等 

② 自らが獲得した科学研究費で研究を行い、学会においてその成果を発表 

＜社会活動＞ 

① 文京博覧会において、タバコの健康影響(呼気中一酸化炭素測定を含む)に関するブース

展示・実演 

② 文京区の両親学級において、「受動喫煙の健康影響」についての講義・実験補助 

③ 文京区スポーツイベント開催時において「タバコの健康影響～視覚で捉える～」につい
て講演資料作成及び実験等の実演 

＜教室運営＞ 

①事務（伝票処理・会計・郵便・書類の提出・物品購入管理・実験室清掃・洗濯・教室又は

教室員のスケジュール管理等） 

 

2）今後の業務計画と到達目標 
 

教授をはじめ、各教員の教育や研究のサポート、実験実習の実技指導を継続し、技術員と

の連携をとりながら教室運営に関わる事務作業等を滞ることなく進める。 

HPLCを用いた生体サンプルの測定を続ける。 
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職名 ﾃｸﾆｶﾙｻﾎﾟｰﾄ･ｽﾀｯﾌ   氏名 五月女 孝子   勤務期間 1999年 5月～  

 

1）2013年 4月から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 
 

１，教育関連 

 ・衛生学・公衆衛生学分野の講義及び実習補助 
・研究配属学生の指導補助 

２，研究関連 

＜各教員の研究・実験サポート＞ 

・細胞培養用 FBS ロットチェック 

 ・川田先生：サンプル管理、ELISA、検査会社との連絡窓口業務、acti watch・睡眠機
器管理 

・大塚先生：サンプル管理、検査会社との連絡窓口業務 
・李先生：細胞培養・細胞実験、ELISA、Western blot、遺伝子発現解析実験、病理組

織標本作成、動物飼育・動物実験、共同研究施設（理科大）との窓口業務、

実験 data解析 
・稲垣先生：細胞培養・細胞実験、ELISA 
・加藤先生：動物飼育・動物実験、病理組織標本作成、ELISA、Western blot、遺伝子

発現解析実験 
・平田先生：細胞培養・細胞実験、遺伝子発現解析実験、動物実験～抗体精製、細胞

の染色標本作成 
・伊藤先生：細胞培養 

３，社会活動 

・文京区両親学級補助 

・文京夏休み子どもアカデミア講座補助 

４，教室運営 

  事務、実験室・睡眠室における備品・消耗品管理、火曜会担当補助 

 

2）今後の業務計画と到達目標 
 

  教員の学事や研究において滞りなく遂行できるよう、細かい事にも目を配り、サポート

していきたい。 

  研究配属の学生に、少しでも研究・実験の面白さを感じてもらえるような関わりをして

いきたい。 
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職名 ﾃｸﾆｶﾙｻﾎﾟｰﾄ･ｽﾀｯﾌ   氏名 佐藤 麻衣子   勤務期間 2006年 4月～  

 
1）2013年 4月から現在までの，主な教室関連業務（教育，研究，社会活動，教室運営など） 
 

＜教育＞ 

 第三学年で行われる衛生学実習において、実習書の作成や準備に携わり、学生の出席管理

や指導にあたった。また、様々なテーマの基礎配属や研究配属の担当者として、研究のサポ

ートを行った。 

 

＜研究＞ 

 教室員の研究課題についてサポートをしている。主に細胞培養実験や動物実験、免疫学的

な測定を行っており、研究成果の一部を学会で発表してきた。また、研究データのまとめや

実験サンプルの管理、事務的なサポートも行っている。 

 

＜社会活動＞ 

 文京区で行われている両親学級やスポーツイベントにおいて、受動喫煙の健康影響をテ

ーマに実験や測定を教員と共に行った。 

 

＜教室運営＞ 

伝票処理や書類の提出、教室員のスケジュール管理や学内事務とのやり取りなど、主に事

務業務を担当している。事務用品や実験消耗品および機器の維持・管理も行っている。 

 

 

2）今後の業務計画と到達目標 
 

 教育において、学生がより衛生学公衆衛生学に興味をもてるよう、教員および学生のサポ

ートを行っていく。研究については、教室員の研究課題それぞれが滞りなく進むよう、技術

的な面で貢献していきたい。教室員と積極的にコミュニケーションをとり、協力しながら

各々の業務が円滑に進むよう努力する。 
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大学院修了  氏名 西城 由之   大学院在籍期間 2014年 4月～2018年 3月  

現職名 こまごめ内科・循環器内科クリニック  

 

1）大学院在籍期間中の，主な活動 
 

 2014 年度から 4 年間、大学院生として在籍し、主として生活習慣病や予防医学、医療費

に関する研究に従事させていただきました。それまでは本学の循環器内科で虚血性心疾患

を中心とする循環器疾患の診療を行なってきましたが、高血圧、糖尿病、喫煙といった循環

器疾患の原因となる病態や生活習慣の疫学に対するリテラシーを深めたいと考えた結果、

衛生学公衆衛生学分野の大学院に進学いたしました。 

 在学中は、日本循環器学会、日本循環器病予防学会、日本高血圧学会、日本疫学会での発

表の機会をいただき、特に第 38回日本高血圧学会総会では Research Awardsを受賞いたしま

した。主に大塚俊昭准教授のご指導の下で論文も執筆させていただき、 Journal of 

Atherosclerosis and Thrombosis 誌に掲載された論文（A Proposal for the Optimal Management 

Target for Serum Non-High-Density Lipoprotein Cholesterol Level in Low-Risk Japanese Workers.）

にて学位を取得することができました。また、日本循環器病予防学会誌に掲載された論文

（労働年齢集団においてメタボリックシンドロームが医療費および入院に与える影響の検

討）により、第 9回日本循環器病予防学会奨励賞を受賞いたしました。 

 

2）大学院修了後から現在に至る活動状況（研究、診療、その他） 
 

2018年 3月の大学院修了後、同年 4月より付属病院循環器内科、心臓血管集中治療室勤

務を経て、2019年 11月に東京都北区にて新規にクリニックを開院いたしました。今後は大

学院で学んだ予防医学や生活習慣病に関する知識を実地医療に活かしていきたいと考えて

おります。 
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集合写真 

みなさま、正しく歳を取りましたか？ 

 

2013年 4月 4月     2014年 5月 12日 

 

2016年 8月 23日     2018年（春） 

 

2019年 9月 10日      2022年 1月 11日



20 
 

  



21 
 

 

 

 

 

 

 

 

業 績 
  



22 
 

論文 
 

2022年 
原著論文・綜説 

1) 大塚俊昭．医学統計解析のいろは（特集〔臨床研究をはじめてみよう！（4）〕）．日本医

科大学医学会雑誌 2022; 18(3), 243-251.（綜説） 

 

・共著 

2) Morishima M, Kiriyama T, Miyagi Y, Otsuka T, Fukushima Y, Kumita SI, Ishii Y. Serial change 

in perfusion-metabolism mismatch after coronary artery bypass grafting. Ann Nucl Med. 2022; 

36(3): 244-54. 

3) Hioki H, Watanabe Y, Kozuma K, Ryuzaki T, Goto S, Inohara T, Katsumata Y, Tsunaki T, 

Kawahata R, Kobayashi T, Asami M, Otsuka T, Yamamoto M, Hayashida K, on behalf of the 

OCEAN-TAVI Investigators. Validation of reliability and predictivity of membrane septum 

length measurements for pacemaker need after transcatheter aortic valve replacement. Catheter 

Cardiovasc Interv. 2022 Nov;100(5):868-76. 

4) Yamaguchi R, Yamamoto M, Shimura T, Kagase A, Tokuda T, Tsujimoto S, Koyama Y, Otsuka 

T, Yashima F, Watanabe Y, Tada N, Naganuma T, Araki M, Yamanaka F, Mizutani K, Tabata M, 

Ueno H, Takagi K, Shirai S, Hayashida H, on behalf of the OCEAN-TAVI Investigators. Heart 

Failure Re-admission and Mortality in Chronic Kidney Disease Patients after Transcatheter 

Aortic Valve Replacement in Asian Population. J Transcatheter Valve Ther. 2022 4;1:23-34. 

5) Tsujimoto S, Yamamoto M, Kagase A, Tokuda T, Koyama Y, Shimura T, Adachi Y, Yamaguchi 

R, Otsuka T, Yashima F, Watanabe Y, Tada N, Naganuma T, Yamawaki M, Yamanaka F, Mizutani 

K, Tabata M, Ueno H, Takagi K, Shirai S, Hayashida H, and on behalf of OCEAN-TAVI 

Investigators. Usefulness of the Modified Essential Frailty Tools to Predict Late Bleeding Events 

after Transcatheter Aortic Valve Implantation. Am J Cardiol. 2022 Dec 1;184:111-9. 

6) Yamamoto M, Otsuka T, Shimura T, Yamaguchi R, Adachi Y, Kagase A, Tokuda T, Tsujimoto S, 

Koyama Y, Yamanaka F, Tada N, Naganuma T, Yamawaki M, Yamanaka F, Shirai S, Mizutani K, 

Tabata M, Ueno H, Takagi K, Watanabe Y, Hayashida K, on behalf of the OCEAN-TAVI 

Investigators. Incidence, Timing, and Causes of Late Bleeding After TAVR in an Asian Cohort. 

JACC Asia. 2022 Sep 6;2(5):622-32 

7) Miyamoto J, Ohno Y, Kamiokaa N, Ikari Y, Otsuka T, Tada N, Naganuma T, Yamawaki M, 

Yamanaka F, Shirai S, Mizutani K, Tabata M, Ueno H, Takagi K, Watanabe Y, Yamamoto M, 

Hayashida K, on behalf of the OCEAN-TAVI investigators. Impact of Periprocedural Pulmonary 

Hypertension on Outcomes after Transcatheter Aortic Valve Replacement. J Am Coll Cardiol. 

2022 Oct 25;80(17):1601-13. 
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8) Katano T, Suzuki K, Takeuchi M, Morimoto M, Kanazawa R, Takayama Y, Aoki J, Nishiyama Y, 

Otsuka T, Matsumaru Y, Kimura K, for the SKIP study Investigators. National Institutes of Health 

Stroke Scale score less than 10 at 24 hours after stroke onset is a strong predictor of favorable 

outcome after mechanical thrombectomy. Neurosurgery. 2022 Dec 1;91(6):936-42. 

9) Jimba T, Kohsaka S, Yamasaki M, Otsuka T, Harada K, Shiraishi Y, Koba S, Takei M, Kohno T, 

Matsushita K, Miyazaki T, Kodera S, Tsukamoto S, Iida K, Shindo A, Kitano D, Yamamoto T, 

Nagao K, Takayama M; Tokyo CCU Network Scientific Committee. Association of ambient 

temperature and acute heart failure with preserved and reduced ejection fraction. ESC Heart Fail. 

2022 Oct;9(5):2899-2908. 

10) Sakamoto SI, Ishii Y, Otsuka T, Mitsuno M, Shimokawa T, Isomura T, Yaku H, Komiya T, 

Matsumiya G, Nitta T. Multicenter randomized study evaluating the outcome of ganglionated 

plexi ablation in maze procedure. Gen Thorac Cardiovasc Surg. 2022 Oct;70(10):908-15. 

11) Matsuoka H, Yamada T, Ohta R, Yoshida Y, Watanabe T, Takahashi M, Kosugi C, Fukazawa A, 

Kuramochi H, Matsuda A, Sonoda H, Yoshida H, Hasegawa S, Sakamoto K, Otsuka T, Hirata K, 

Koda K; TAS CC4 Study Group. Biweekly TAS-102 and bevacizumab as third-line 
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学会発表 
 
一般講演以外（特別講演、シンポジウム、パネルディスカッション、その他） 

2023年（3月まで） 
1) 林太祐、久保田芳明、西野拓也、渡邉将央、太良修平、加藤活人、茂澤幸右、松田淳也、

時田祐吉、伊勢雄也、岩崎雄樹、安武正弘、清水渉．心不全治療におけるポリファーマ

シーは患者の死亡率に影響を与えるのか．日本循環器学会学術集会（第 87 回）、2023

年 3月 

 
2022年 
1) 林太祐、久保田芳明、西野拓也、渡邉将央、太良修平、加藤活人、茂澤幸右、松田淳也、
時田祐吉、伊勢雄也、岩崎雄樹、安武正弘、清水渉．心不全治療におけるポリファーマ

シーは患者の死亡率に影響を与えるのか．日本心不全学会学術集会 チーム医療賞審

査講演（第 26回）、2022年 10月 

2) 今村文昭，長嶺由衣子，陣内裕成：日本疫学会プレセミナー―査読のいろは．第 32回

日本疫学会学術総会．2022．（東京） 

3) 伊藤亜里：動物モデルによる AMLの病態および治療法の解明：第 84回 日本血液学会
学術集会 教育講演2022. (福岡)  

 

2021年 
1) 伊藤亜里、石川文彦：急性骨髄性白血病の予後不良因子 CD25 を標的としたケモカイ
ン受容体発現 CAR-T 細胞の開発：造血細胞分化応答:転写因子ネットワークと代謝に
よる制御と新技術の応用：第 94 回 日本生化学会大会 シンポジウム 2021（オンライ
ン） 

 

2020年 
1) 大塚俊昭．職域におけるメタボリックシンドローム・生活習慣病対策．第 52回日本動

脈硬化学会総会・学術集会 メディカルスタッフセッション（2020年 7月、名古屋、

オンライン開催） 

2) 陣内裕成：慢性腰痛改善のためのブリーフセルフエクササイズ教育．シンポジウム「慢
性疼痛に対する運動療法の効果とそのエビデンス」．第 3 回日本運動器疼痛学会．2020．

（新潟） 

3) 陣内裕成：運動器疼痛の持続と重症化の予防に向けた地域疫学研究．シンポジウム「運
動器疫学の最前線―疫学による骨折予防、疼痛予防のエビデンス構築」．第 20 回日本

抗加齢医学会総会．2020．（新潟・東京） 
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2018年 
1) 大塚俊昭．新規上腕動脈特性評価指標の有用性：予防医学および臨床医学の視点から．
第 55回日本臨床生理学会総会 脈波シンポジウム（2018年 11月、福岡） 

 

2017年 
1) 大塚俊昭、西城由之、加藤活人、西山康裕、木村和美、川田智之．健診受診者におけ
る頭部MRIでの早期大脳白質病変と高血圧および CAVIとの関連性．第 54回日本臨

床生理学会総会「シンポジウム 5．脈波解析の臨床応用の可能性と課題」．2017年 11

月（宇都宮） 

 

2016年 
1) 大塚俊昭、宗像亮、小谷英太郎．オシロメトリック法による上腕動脈断面積および

volume elastic modulusの測定とその臨床応用．第 1回日本血管不全学会「若手臨床

家・若手研究者にとっての血管不全シンポジウム」．2016年 4月（東京） 

 

2015年 
1) 大塚俊昭．論文の書き方－統計解析をやさしく学ぼう－．第 13回日本フットケア学

会年次学術集会「ミニレクチャー」．2015年 2月（東京） 

2) 大塚俊昭．疫学からみた肺癌の病因：喫煙を中心に．第 56回日本肺癌学会学術集会

「メディカルスタッフシンポジウム 1．看護師，薬剤師と肺癌専門医師との対話空間

1」．2015年 11月（横浜） 

3) 大塚俊昭、菅 裕彦、齊藤 郁夫．家庭血圧遠隔モニタリングシステムによる職場血
圧の評価－職域での使用経験および初期使用成績－ 第38回日本高血圧学会総会

「シンポジウム 7．Telemedicine を用いた血圧モニタリングの可能性と未来を探

る」．2015年 10月（松山） 

4) 村賀香名子、西山康裕、大塚俊昭、木村和美．中年男性における ADMA、高感度 CRP

とメタボリック症候群発症の危険性の検討．第 40回日本脳卒中学会総会「パネルデ

ィスカッション」2015年 3月（広島） 

5) 李英姫．PM2.5英文書籍発刊（共同編集）と共同研究進捗．日本医科大学・東京理科

大学第 2回合同シンポジウム，2015. 12.  

6) 李英姫、五月女孝子、新海雄介、菅又昌雄、井原智美、加藤活人、稲垣弘文、平田幸
代、梅澤雅和、武田健、吾妻安良太、川田智之．Nrf2欠損マウスにおけるディーゼル

排ガス曝露の気道・肺への影響．日本医科大学・東京理科大学 第 2回合同シンポジ

ウム，2015.12. 

7) 小宮山英徳，高野雅充，澤谷倫宏，松下誠人，栗原理，加藤活人，宗像亮，村上大介，
大場崇芳，清野精彦，水野杏一，清水渉．5 年経過した Cobalt Chrome EES 内の
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Neoatherosclerosisを血管内視鏡で観察しえた症例．日本集中治療医学会学術集会 特別

講演（第 42回）、2015年 2月 

 

2014年 
1) 大塚俊昭、小谷英太郞、可知悠子、加藤活人、西城由之、宗像亮、川田智之．中年男
性集団における指尖容積加速度脈波による高血圧進展予測．第 51回日本臨床生理学

会総会「サテライトシンポジウム．脈波解析研究会」．2014年 11月（東京） 

2) 大塚俊昭、水野杏一、中村治雄、篠崎智大．プラバスタチンによる高血圧発症予防効
果の検討－MEGA Studyサブ解析－ 第37回日本高血圧学会総会「Late breaking 

clinical trials」．2014年 10月（横浜） 

3) 李英姫．ディーゼル排ガス曝露のマウスブレオマイシン肺障害病態への影響 - Nrf2の

役割．日本医科大学・東京理科大学 第１回合同シンポジウム, 2014. 5. 

4) 李英姫, 吾妻安良太．マクロライドと Oxidative stress. シンポジウム「COPD とマク

ロライド」, マクロライド新作用研究会, 2014. 7. 

 

2013年 
1) 大塚俊昭、小谷英太郎．喫煙は高血圧発症リスクを上昇させるか？－疫学的アプロー
チによる検討－ 第50回記念日本臨床生理学会総会「シンポジウム 11．病態からみ

た高血圧症－生理学と治療の進歩」．2013年 11月（東京） 

2) 大塚俊昭、加藤活人、小谷英太郎、川田智之．睡眠時間および睡眠による休養感とメタ
ボリックシンドローム発症リスク：職域男性コホートにおける検討．第 49回日本循環

器病予防学会「Young Investigator's Award優秀賞」．2013年 6月（金沢）  

 

 

一般講演 

 

2023年（3月まで） 
1) 李英姫、清水孝子、小林麻衣子、平田幸代、稲垣弘文、川田智之. 肺線維芽細胞遊走に

おけるディーゼル排気粒子の促進作用とそのメカニズム. 第 93 回日本衛生学会学術総

会, 2023.3. 

2) 稲垣弘文，平田幸代，清水孝子，小林麻衣子，伊藤亜里，川田智之．KHYG-1細胞にお

けるグランザイム 3 の産生に対する IL-2 の影響．日本薬学会第 143年会．2023.3．札

幌 

3) 西野拓也、久保田芳明、林太祐、渡邉将央、太良修平、加藤活人、茂澤幸右、松田淳也、
時田祐吉、岩崎雄樹、安武正弘、清水渉．退院処方日数と初回受診日の差異が予後に与

える影響一心不全患者における検討一日本循環器学会学術集会（第 87 回）、2023 年 3
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月 

4) 渡邉将央、太良修平、西野拓也、加藤活人、久保田芳明、林太祐、茂澤幸右、松田淳也、
宮地秀樹、時田祐吉、八島正明、岩崎雄樹、安武正弘、清水渉．心不全患者に対する赤

血球輸血とその後の心血管イベントの検討 日本循環器学会学術集会（第 87回）、2023

年 3月 

5) 小林芹奈、時田祐吉、光永りさ、関俊樹、内山沙央里、萩原かな子、中村有希、小玉麻
衣、加藤活人、清水渉．Left Ventricular Ejection Fraction and Preoperative Cardiac Troponin 

were Useful for the Risk Stratification of Myocardial Injury after Noncardiac Surgery 日本循

環器学会学術集会（第 87回）、2023年 3月 

6) 平田幸代、稲垣弘文、清水孝子、李英姫、川田智之: HuH-7細胞によるコリンエステラ

ーゼの発現に対するオレイン酸の影響. 日本薬学会第 143年会 (札幌)、2023.3. 

7) 平田紀美子、勝又聖夫、小林麻衣子、平田幸代、稲垣弘文、川田智之: 加熱式タバコの

有害性の可視化と誤飲を想定した医学教育. 日本薬学会 第 143年会 (札幌)、2023.3 

 

2022年 
1) 大塚俊昭．職域労働者における肥満と労働災害被災リスクとの関連性．第 81回日本公

衆衛生学会総（2022年 10月、甲府） 

2) 李英姫、清水孝子、小林麻衣子、平田幸代、稲垣弘文、川田智之. ディーゼル排気粒子

のヒト肺線維芽細胞遊走に及ぼす影響. 第 92回日本衛生学会学術総会、2022. 3. 

3) 稲垣弘文，平田幸代，清水孝子，倉持夏子，川田智之．KHYG-1細胞におけるグランザ

イム 3の発現．日本薬学会第 142年会．2022.3．名古屋（オンライン） 

4) 稲垣弘文，平田幸代，清水孝子，川田智之．KHYG-1細胞が発現するグランザイム 3の

性状．第 95回日本生化学会大会．2022.11．名古屋 

5) 渡邉将央、久保田芳明、西野拓也、太良修平、加藤活人、林太祐、茂澤幸右、松田淳也、
時田祐吉、伊勢雄也、岩崎雄樹、安武正弘、清水渉．腎障害合併心不全患者の利尿剤管

理における尿中尿素窒素排泄分画の有用性 日本心不全学会学術集会（第26回）、2022

年 10月 

6) 西野拓也、久保田芳明、林太祐、渡邉将央、太良修平、加藤活人、茂澤幸右、松田淳也、
時田祐吉、伊勢雄也、岩崎雄樹、安武正弘、清水渉． 心不全症例におけるポリファー

シーと転倒転落の関連性について、日本心臓病学会学術集会（70回）、2022年 9月 

7) 渡邉将央、太良修平、西野拓也、加藤活人、久保田芳明、林太祐、茂澤幸右、松田淳也、
時田祐吉、伊勢雄也、岩崎雄樹、安武正弘、清水渉． 心不全患者に対する赤血球輸血

とその後の心血管イベントの検討 日本心臓病学会学術集会（70回）、2022年 9月 

8) 陣内裕成，北村明彦，松平浩，柿花宏信，羽山（寺田）実奈，村木功，山岸良匡，今野
弘規，岡田武夫，木山昌彦，磯博康：慢性腰痛とひざ痛の地域レベルの予防対策で有用

な動態指標は？：4 年間の連続横断研究．第 32 回日本疫学会学術総会．2022．（東京） 
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9) 田口孝，山岸良匡，岸田里恵，陣内裕成，丸山広達，寺村紗季，Sun Wanlu，木原朋未，

安岡実佳子，田中麻理，髙田碧，羽山実奈，清水悠路，村木功，今野弘規，山海知子，

岡田武夫，北村明彦，木山昌彦，磯博康：食品の摂取状況とダイナぺニア発症に関する

追跡研究：CIRCS研究．第 32回日本疫学会学術総会．2022．（東京） 

10) 平田幸代、稲垣弘文、清水孝子、李英姫、川田智之: HuH-7細胞の増殖によるコリンエ

ステラーゼの産生量の変化. 日本薬学会第 142年会 (名古屋)、2022.3. 

11) 平田幸代、稲垣弘文、清水孝子、李英姫、川田智之: HuH-7細胞によるコリンエステラ

ーゼの産生に対するオレイン酸の影響. 第 95回日本生化学会大会 (名古屋)、2022.11. 

12) Itoh-Nakadai A, Saito Y, Murasawa-Tomizawa M, Kajita H, Ogahara I, Fujiki S, Suzuki N, 

Takehisa M, Masashi M, Sorimachi Y, Takagi S, Shirouzu M, Naoyuki U, Takubo K, Haruhiko 

K, Leonard S, Taniguchi S, Ishikawa F：Targeting poor prognosis leukemia with CD25-targeted 

chemokine receptor expressing CAR-T cell therapy （予後不良急性骨髄性白血病に対する

ケモカイン発現 CD25 標的 CAR-T 細胞治療の開発）：第 84 回 日本血液学会学術集会

(福岡) 2022  

13) Itoh-Nakadai A, Murasawa-Tomizawa M, Masashi M, Haruhiko K, Ishikawa F：Targeting poor 

prognosis leukemia with CD25-targeted chemokine receptor expressing CAR T cell therapy：第

51回日本免疫学会学術集会（熊本）2022 

14) 平田紀美子、勝又聖夫、佐藤麻衣子、川田智之: 実験実習を取り入れた喫煙の健康影響

教育の効果. 日本薬学会 第 142年会(名古屋)、2022.3 

15) 平田紀美子: 『喫煙の健康影響教室』参加者の出産後のタバコ煙のばく露状況及び喫

煙習慣. 第 81回 日本公衆衛生学会総会 (甲府)、2022.10. 

 

2021年 
1) 大塚俊昭、加藤活人、小谷英太郎．高血圧を伴う 2型糖尿病患者における予後予測因子

としての高感度心筋トロポニン Tの有用性．第 43 回日本高血圧学会総会（2021 年 10

月、宜野湾、オンライン開催） 

2) 小谷英太郎、新博次、井上博、奥村謙、山下武志、大塚俊昭、折笠秀樹．非弁膜症性心
房細動例におけるイベント発症に対する血圧変動性の影響－J-RHYTHM Registry から

の報告－ 第43回日本高血圧学会総会（2021年 10月、宜野湾、オンライン開催） 

3) 大塚俊昭、高橋優花、矢内美雪、伊藤雅代、早川裕子、大澤滋子、上城ちひろ、高橋瞳、
高田洋孝、池田友紀子．プレゼンティーイズムに関連する要因の検討（第一報）：健診

データ・自覚症状との関連性．第 94回日本産業衛生学会（2021年 5月、松本、オンラ

イン開催） 

4) 高橋瞳、矢内美雪、伊藤雅代、早川裕子、大澤滋子、上城ちひろ、高橋優花、高田洋孝、
池田友紀子、大塚俊昭．プレゼンティーイズムに関連する要因の検討（第二報）：ワー

ク・エンゲージメントとの関連性．第 94回日本産業衛生学会（2021年 5月、松本、オ
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ンライン開催） 

5) 植田莉英子、西﨑祐史、松山琴音、大塚俊昭、保野慎治、長尾雅史、藤林和俊、本間康
弘、柳澤尚武、野尻宗子、奥澤淳司、南野徹、服部信孝、田村直人、真田昌爾．研究へ

の貢献度と論文著者順位との関連性についての検討．日本臨床試験学会 第12回学術

集会総会（2021年 2月、東京、オンライン開催） 

6) 李英姫、清水孝子、小林麻衣子、平田幸代、稲垣弘文、川田智之. ディーゼル排気粒子

のヒト肺線維芽細胞活性化に及ぼす影響. 第 91回日本衛生学会学術総会、2021. 3. 

7) 加藤活人、大塚俊昭、川田智之、清野精彦．急性大動脈解離の院内死亡における週末入
院の影響について．日本循環器学会 循環器疾患診療実態調査による検討 日本医科大

学医学会総会（89回）、2021年 9月 

8) 陣内裕成，北村明彦，山岸良匡，柿花宏信，松平浩，羽山（寺田）実奈，村木功，今野
弘規，岡田武夫，木山昌彦，磯博康：サルコペニア所見による身体的予備能喪失と状態

像の変化の推定：CIRCS研究．第 80回日本公衆衛生学会総会．2021．（東京） 

9) 川又華代，金森悟，甲斐裕子，陣内裕成：事業場における健康づくり活動の体制要因と
運動の取り組みとの関連．第 80回日本公衆衛生学会総会．2021．（東京） 

10) 小橋元，田宮菜奈子，姫田知子，山合洋人，齋藤宏子，内山浩志，陣内裕成（企画・準
備）：シンポジウム―分野を超えた幅広い明日の公衆衛生を考える．第 80回日本公衆衛

生学会総会．2021．（東京） 

11) 長嶺由衣子，吉江悟，平原優美，目麻里子，陣内裕成，山本則子，永田智子：在宅・介
護施設 COVID-19対応．感染防護具支援プロジェクトへの応募者の傾向（速報）．第 31

回日本疫学会学術総会，2021．（佐賀） 

12) 平田幸代、稲垣弘文、川田智之: HuH-7細胞によるアセチルコリンエステラーゼ及びブ

チリルコリンエステラーゼの発現. 日本薬学会第 141年会 (広島)、2021.3. 

13) 平田幸代、稲垣弘文、清水孝子、李英姫、川田智之: ヒト血清コリンエステラーゼに対

する Sandwich ELISAの改良. 第 94回日本生化学会大会 (横浜)、2021.11. 

14) Itoh-Nakadai A, Saito Y, Murasawa-Tomizawa M, Kajita H, Ogahara I, Fujiki S, Matsumoto T, 

Matsuda M, Watanabe T, Shirouzu M, Ohara O, Koseki H, Leonard S, Ishikawa F：Targeting 

poor prognosis leukemia with CD25-targeted chemokine receptor expressing CAR-T cell therapy 

（予後不良急性骨髄性白血病に対するケモカイン発現 CD25標的 CAR-T細胞治療の開

発）：第 83回 日本血液学会学術集会(オンライン) 2021  

15) Itoh-Nakadai A, Saito Y, Ishikawa F：The examination of chemokine receptor for targeting poor 

prognosis leukemia with CD25-targeted CAR T cell therapy（予後不良急性骨髄性白血病に

対する CD25標的 CAR-T細胞治療におけるケモカインリガンドの検討）：第 80回日本

癌学会学術総会(横浜) 2021  

16) Itoh-Nakadai A, Murasawa-Tomizawa M, Matsuda M, Watanabe T, Ohara O, Koseki H, Ishikawa 

F：Targeting poor prognosis leukemia with CD25-targeted chemokine receptor expressing CAR 
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T cell therapy：第 50回日本免疫学会学術集会(奈良)  2021 

17) 平田紀美子、勝又聖夫、佐藤麻衣子、平田幸代、稲垣弘文、川田智之: 医学教育に用い

るためのタバコ葉中の Nicotine測定法の開発. 日本薬学会 第 141年会 (広島)、2021.3 

18) 平田紀美子: 両親学級開催時に実施した POCTを用いた禁煙支援・受動喫煙防止. 第 80

回 日本公衆衛生学会総会 (東京)、2021.10. 

 

2020年 
1) Otsuka Y、Saiki Y、Kato K、Otsuka T、Shimizu W. The association between high blood 

pressure and the development of other cardiometabolic risk factors in middle-aged male 

workers. The 84th Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society (2020年 7

月、京都、オンライン開催) 

2) Saiki Y、Kato K、Otsuka T、Shimizu W. People with high non-HDL cholesterol have 

increased risk of high medical expenses in middle-aged male workers. The 84th Annual 

Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society (2020年 7月、京都、オンライン開

催) 

3) 大塚俊昭、松本真太郎、伊藤雅代、矢内美雪、高田洋孝、川田智之．肥満は労働災害被
災リスクとなるか？－職域コホート研究－ 第93回日本産業衛生学会（2020年 5月、

旭川、オンライン開催） 

4) 真田昌爾、浅野健人、大塚佑基、松山琴音、西崎祐史、柳澤尚武、植田莉英子、大塚
俊昭、高田宗典、松嶋由紀子、宮路天平、稲田実枝子、林行和、平瀬佳苗、松野康

子、中神啓、山口拓洋、上村尚人．AROに所属する臨床研究業務支援者の業務評価指

標とコンピテンシー確立に向けた研究者・支援者意識調査 ～キャリア形成への試み

～ 日本臨床試験学会 第11回学術集会総会（2020年 2月、東京） 

5) 李英姫、清水孝子、小林麻衣子、平田幸代、稲垣弘文、川田智之．アレルギー性気道
炎症病態のマウス系統差における Nrf2の役割．第 90回日本衛生学会学術総会、2020. 

3.（新型コロナウイルス感染防止のため中止、誌上開催） 

6) 稲垣弘文，平田幸代，川田智之．THP-1細胞によるグランザイム 3産生について．日本

薬学会第 140年会．2020.3．京都（要旨公開のみ） 

7) 稲垣弘文，川田智之．NK92MI細胞は不活性前駆体型グランザイム 3 (K) を分泌する．

第 88回日本医科大学医学会総会．2020.9．東京（オンライン） 

8) 陣内裕成，伊藤智子，光武誠吾，土屋瑠見子，小宮山潤，岩上将夫，田宮菜奈子：要介
護認定後 2年間の累積骨折発生率と医療費―介護予防の一体的実施に係る指標づくり．

第 79回日本公衆衛生学会総会．2020．（京都） 

9) 岸田里恵，山岸良匡，陣内裕成，安岡実佳子，田中麻理，丸山広達，羽山実奈，村木功，
崔仁哲，今野弘規，山海知子，岡田武夫，北村明彦，木山昌彦，磯博康：食品の摂取状

況とサルコペニア発症に関する追跡研究：CIRCS 研究．第 79 回日本公衆衛生学会総
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会．2020．（京都） 

10) 木村仁美，山岸良匡，岸田里恵，陣内裕成，安岡実佳子，田中麻理，清水 悠路，村木

功，崔仁哲，今野弘規，山海知子，岡田武夫，北村明彦，木山昌彦，磯博康：運動習慣

とサルコペニア発症に関する追跡研究：CIRCS 研究．第 79 回日本公衆衛生学会総会．

2020．（京都） 

11) 陣内裕成，田宮菜奈子，光武誠吾，土屋瑠見子，伊藤智子，金雪瑩，山岸良匡，石崎達
郎，吉江悟，飯島勝矢：高齢者の施設入所利用に影響する生活機能と行動心理症状：介

護保険サービス利用者のコホート内症例対照研究．第 30回日本疫学会学術総会．2020．

（京都） 

12) 柿花宏信，陣内裕成，北村明彦，松平浩，木山昌彦，羽山実奈，村木功，久保田康彦，
山岸良匡，岡田武夫，今野弘規，磯博康：地域住民における過体重と慢性運動器痛の関

連と高血圧による交互作用：CIRCS研究．第 30回日本疫学会学術総会．2020．（京都） 

13) 鈴木俊輝，岩上将夫，陣内裕成，吉江悟，石崎達郎，飯島勝矢，田宮菜奈子：新規要介
護認定者における主な疾患別の介護状態像．第 30 回日本疫学会学術総会．2020．（京

都） 

14) 木原朋未，山岸良匡，梅澤光政，山海知子，池田愛，堀幸，佐田みずき、陣内裕成，若
林洋子，村木功，崔仁哲，今野弘規，木山昌彦，井上真奈美，磯博康：ヘリコバクター・

ピロリ除菌治療歴に関する問診と電子レセプトを用いた判定との一致性．第 30回日本

疫学会学術総会．2020．（京都） 

15) 平田幸代、五十嵐公一、伊藤遼、稲垣弘文、川田智之: HuH-7細胞によるコリンエステ

ラーゼの産生. 薬学会第 140年会 (京都)、2020.3. 

16) 平田紀美子、勝又聖夫、佐藤麻衣子、稲垣弘文、武藤三千代、川田智之: 体力テスト前

後の唾液中カテコールアミン代謝物の測定. 日本薬学会 第 140年会(京都)、2020.3 

17) 平田紀美子、陣内裕成: 有害物質を見える化した加熱式タバコの健康影響教育. 第 79

回 日本公衆衛生学会総会 (京都)、2020.10. 

18) 小林麻衣子,李英姫,清水孝子,平田幸代,稲垣弘文,川田智之: ディーゼル排気粒子のヒト

肺線維芽細胞増殖に及ぼす影響. 第 90回日本衛生学会学術総会(盛岡)、2020.3. 

 

2019年 
1) 大塚俊昭、小谷英太郎．オシロメトリック法による上腕動脈 Volume elastic modulus (VE) 

の左右差に関する検討．第 56回日本臨床生理学会総会（2019年 11月、大宮） 

2) 池上晴彦、大塚俊昭、小谷英太郎、酒部宏一、高見光央、幡野浩一、弘学、深井健一、
吉本一哉．睡眠の質の低下は発作性心房細動と関連する－玉川医師会心房細動横断研

究から－ 日本睡眠学会 第44回定期学術集会（2019年 6月、名古屋） 

3) 平川郁、高田洋孝、鎌田郁子、池田友紀子、大塚俊昭、矢内美雪、高橋瞳、早川裕子、
柏井美佳、山崎加帆里、長谷純子、永井亜里紗、山本淳子．睡眠を切り口としたメタボ
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リックシンドロームの改善．第 92回日本産業衛生学会（2019年 5月、名古屋） 

4) Ikegami H、Kodani E、Otsuka T、Sakabe K、Takami M、Hatano H、Hironaka M、Fukai 

K、Yoshimoto K. Type A behavior pattern and stress are related to paroxysmal atrial 

fibrillation: Tamagawa cross-sectional study (TAMAGAWA-AF). The 83th Annual Scientific 

Meeting of the Japanese Circulation Society (2019年 3月、横浜) 

5) 李英姫、清水孝子、小林麻衣子、加藤活人、武田健、山本雅之、川田智之.  ディーゼ

ル排ガス曝露による気道炎症病態における IL-17の発現. 第 89回日本衛生学会学術総

会、2019. 2. 

6) 李 英姫、加藤 活人、稲垣 弘文、川田 智之、吾妻 安良太.  ディーゼル排気ガス曝

露による気道炎症病態における Nrf2の役割. 第 87 回日本医科大学医学会総会、2019. 

9.  

7) 山口文雄、李英姫．スマホアプリ「医療記録」によるクラウド非依存型 PHRシステム

の構築. 第 87 回日本医科大学医学会総会、2019. 9. 

8) Li YJ、Shimizu T、Kobayashi M、Hirata Y、Inagaki H、Kawada T、Azuma A、Takeda K. 

Effects of Diesel Exhaust Particle in Human Bronchial Epithelial Cell Migration and the 

Intracellular Signaling Pathway. World Association of Sarcoidosis and other Granulomatous 

Disorders (WASOG)、2019. 10.  

9) Li YJ、Shimizu T、Kobayashi M、Hirata Y、Inagaki H、Azuma A、Kawada T. ROLE OF 

NRF2 IN THE ALLERGIC AIRWAY INFLAMMATION DIFFER BETWEEN BALB/C AND 

C57BL/6 MICE. 24th Congress of Asian Pacific Society of Respirology (APSR)、2019. 11. 

10) Kato K, Otsuka T, Seino Y, Tsutsui H, Sato Naoki, Ikeda T, Tahara Y, Yonemoto N, Tachibana E, 

Nagao K, JCS-ReSS study groupl. （JCS-ReSS study group, Tokyo）Association of Out-of-

Hospital Cardiac Arrest Occurrence Time and the Survival in All Japan Utstein Registry 

Following the JRC Guidelines 2010. 日本循環器学会学術集会（83回）, 2019年 3月 

11) Kato K, Otsuka T, Seino Y, Tahara Y, Yonemoto N, Nonogi H, Nagao K, Ikeda T, Sato N, Tsutsui 

H.  Association of out-of-hospital cardiac arrest occurrence time and the survival in all-Japan 

utstein registry: difference between international resuscitation guidelines 2005 and 2010. 

European society of cardiology Congress 2019年 8月 

12) Mitsutake S、Ishizaki T、Tsuchiya-Ito R、Uda K、Ueshima H、Matsuda T、Jinnouchi H、

Yoshie S、Iijima K、Tamiya N. Associations of rehabilitation of long term care with care-need 

level deterioration at twelve months after discharge in Japan. The 11th International Association 

of Gerontology and Geriatrics. 2019 (Taipei: proceedings 有) 

13) 陣内裕成，柿花宏信，北村明彦，松平浩，羽山実奈，村木功，本田瑛子，山岸良匡，今
野弘規，大平哲也，岡田武夫，木山昌彦，齋藤多聞，磯博康：慢性腰痛・ひざ痛の重症

化予防と住民健診におけるブリーフインタベーションの開発．第 78回日本公衆衛生学

会総会．2019．（高知） 
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14) 安岡実佳子，村木功，今野弘規，陣内裕成，久保田康彦，羽山実奈，梅澤光政，山岸良
匡，崔仁哲，大平哲也，北村明彦，岡田武夫，木山昌彦，磯博康：中高年における筋肉

量及び腹囲と糖尿病有病との関連：CIRCS研究．第 78回日本公衆衛生学会総会．2019．

（高知） 

15) 陣内裕成，北村明彦，松平浩，柿花宏信，羽山実奈，村木功，久保田康彦，本田瑛子，
岡田武夫，今野弘規，山岸良匡，木山昌彦，磯博康：慢性腰痛・膝痛の発生・持続・受

療・体操指導実施率の実態調査：地域における対策推進のために．第 29回日本疫学会

学術総会．2019．（東京） 

16) 平田幸代、稲垣弘文、川田智之: HuH-7 細胞によるコリンエステラーゼの発現. 日本薬

学会第 139年回 (千葉)、2019.3. 

17) 平田幸代、稲垣弘文、川田智之: HuH-7細胞および HepG2細胞によるコリンエステラー

ゼの発現. 第 92 回日本生化学会大会 (横浜)、2019.9. 

18) 平田紀美子、勝又聖夫、佐藤麻衣子、稲垣弘文、武藤三千代、川田智之: 体力テスト

への喫煙習慣の影響 -体力テスト前後の唾液中カテコールアミン代謝物等の測定-. 平

成 30年度日本体育測定評価学会 第 18回大会 (札幌)、2019.3 

19) 平田紀美子、勝又聖夫、佐藤麻衣子、陣内裕成、川田智之: インパクトのあるタバコ

製品の健康影響教育～有害物質を視覚で捉える～. 日本薬学会 第 139年会 (千葉)、

2019.3 
20) 平田紀美子、川田智之: 禁煙・防煙教育への課題 -3- -非燃焼タバコの有害性を知って
いますか-. 第 78回 日本公衆衛生学会総会 (高知)、2019. 10. 

21) 小林麻衣子,李英姫,清水孝子,平田幸代,稲垣弘文,川田智之: DEP 曝露によるヒト気道上

皮細胞遊走に及ぼすEM/EM703/EM900の影響. 第89回日本衛生学会学術総会(名古屋)、

2019.2. 

22) 勝又聖夫,平田紀美子,佐藤麻衣子,稲垣弘文、武藤三千代,川田智之:体力テスト前後の唾

液中カテコールアミン代謝物等の変動. 第 89回日本衛生学会学術総会(名古屋)、2019.2. 

23) 武藤三千代,勝又聖夫,平田紀美子,佐藤麻衣子,稲垣弘文,川田智之:体力テストへの喫煙

習慣の影響-体力テストへの影響と心拍変動-.日本体育測定評価学会第 18 回大会(札

幌)2019.3. 

 

2018年 
1) 大塚俊昭、川田智之．海外赴任社員の赴任前後におけるメタボリックシンドローム関連
指標の変化に関する検討．第 77回日本公衆衛生学会総会（2018年 10月、福島） 

2) 池上晴彦、大塚俊昭、小谷英太郎、酒部宏一、高見光央、幡野浩一、弘中学、深井健一、
吉本一哉．ストレス及びタイプ A 的行動パターンは発作性心房細動と関連する―玉川

医師会手動心房細動横断研究（TAMAGAWA-AF)から― 第66 回日本心臓病学会学術

集会（2018年 9月、大阪） 
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3) 李英姫、清水孝子、小林麻衣子、加藤活人、武田健、山本雅之、川田智之. ディーゼル

排ガス曝露による気道炎症病態における Nrf2 の役割. 第 88 回日本衛生学会学術総会、

2018. 3.  

4) 山口文雄、Annaggar Mahmoud、展 広智、蘇 鈺凱、李 英姫、石 玄. クラウド非依存型

PHRシステムの構築多言語対応「医療記録」アプリ開発について. 第 77回日本脳神経

外科学会学術総会. 2018. 10. 

5) Li YJ、Shimizu T、Kobayashi M、Takeda K、Yamamoto M、Azuma A、 Kawada T. Role of 

Nrf2 in lung injury induced by diesel exhaust. 23 rd Congress of Asian Pacific Society of 

Respirology (APSR)、2018. 11. 

6) 稲垣弘文，平田幸代．NK92MI細胞によるグランザイム 3産生への Brefeldin Aの影響．

日本薬学会第 138年会．2018.3．金沢 

7) 稲垣弘文，平田幸代．NK92MI細胞が産生するグランザイム 3の性状に与える Brefeldin 

Aの影響．第 91回日本生化学会大会．2018.9．京都 

8) 加藤活人、大塚俊昭、志摩綾香．上腕動脈推定内腔断面積と閉塞性睡眠時無呼吸の関連．
日本高血圧学会総会（第 41回）、2018年 9月 

9) 加藤活人、大塚俊昭、清野精彦、米本直裕、野々木宏、長尾建．Association Between Salt 

Intake and Out of Hospital Cardiac Arrest. 日本循環器学会学術集会（第 82回）、2018年 3

月 

10) Jinnouchi H、Tamiya N、Kawada T、Ishizaki I、Yoshie S、Iijima K. Does care burden of dementia 

vary by locomotive function among Japanese elderly people? The Gerontological Society of 

America 2018. (Boston: proceedings 有) 

11) 陣内裕成，大平哲也，北村明彦，柿花宏信，羽山（寺田）実奈，村木功，本田瑛子，橋
本三和子，山岸良匡，岡田武夫，今野弘規，木山昌彦，磯博康：笑う習慣と１年後、2

年後の慢性膝痛所見との関連：CIRCS研究．第 77回日本公衆衛生学会総会．2018．（福

島） 

12) 平田紀美子，勝又聖夫，佐藤麻衣子，陣内裕成，川田智之：インパクトのあるタバコ製
品の健康影響教育―有害物質を視覚で捉える．日本薬学会第 139 年会．2018．（千葉） 

13) 小林美香，李卿，陣内裕成，松元秀次：透析患者に対する人工高濃度炭酸泉足浴の効果．
第 69回日本リハビリテーション医学会関東地方会学術集会．2018．（東京） 

14) 陣内裕成，柿花宏信，北村明彦，松平浩，湊百合子，安田望，木山昌彦、羽山（寺田）
実奈，岡敬之，磯博康：慢性腰痛に対する運動療法の専門家によるセルフエクササイズ

指導の効果：地域住民を対象としたランダム化比較試験．第 5回日本予防理学療法学術

大会．2018．（福岡） 

15) 陣内裕成，柿花宏信，大平哲也，前田正治，矢部博興，鈴木友理子，安村誠司，磯博康：
東日本大震災後の関節痛の有症・悪化と関連する生活要因：福島県県民健康調査．第 28

回日本疫学会学術総会．2018．（福島） 
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16) 平田幸代、佐藤美奈代、稲垣弘文、川田智之: 血清コリンエステラーゼの ELISAに対す

るコリンエステラーゼ阻害剤の影響. 日本薬学会第 138年会 (金沢)、2018.3. 

17) 平田幸代、稲垣弘文、川田智之: ヒト血清コリンエステラーゼのホモ比活性の測定. 第

91 回日本生化学会大会 (京都)、2018.9. 

18) 西城由之、大塚俊昭、加藤活人、小川剛：The association among increased Cardio-Ankle 

Vascular Index (CAVI)、dysglycemia and cerebral white matter lesion (WML) as a predictor of 

stroke：第 82回日本循環器学会学術集会：2018年 

19) 平田紀美子,勝又聖夫,佐藤麻衣子,稲垣弘文,武藤三千代,川田智之: カラムスイッチング

システムを用いた HPLCによる唾液中カテコールアミン代謝物の同時分析法 -3-. 日本

薬学会 第 138年会 (金沢)、2018.3 

20) 平田紀美子、勝又聖夫、川田智之: 禁煙・防煙教育への課題 -2- -非燃焼タバコの有害
性を知っていますか-. 第 77回 日本公衆衛生学会総会 (郡山)、2018. 10. 

21) 李卿,小林麻衣子,川田智之: n vitro 法を用いた免疫細胞株によるカーバメイト系農薬の

免疫毒性の評価. 第 88回日本衛生学会学術総会(東京)2018.3. 

22) 武藤三千代,勝又聖夫,平田紀美子,稲垣弘文,佐藤麻衣子,川田智之:スポーツ系団体への

タバコ対策を中心としたアンケート調査結果について.日本体育測定評価学会第 17 回

大会(名古屋)2018.3. 

23) Li Q、Kobayashi M、Kawada T: Evaluation of immunotoxity of carbamate pesticides by immune 

cell lines in vitro. 57th annual meeting of SOT (Society of Toxicology of USA)(San Antonio、

Texas)2018.4. 

 

2017年 
1) 大塚俊昭、加藤活人、川田智之．職域集団における健診時血圧値とその後の医療費と
の関連性．第 76回日本公衆衛生学会総会．2017年 10-11月（鹿児島） 

2) 池上晴彦、大塚俊昭、小谷英太郞、酒部宏一、高見光央、幡野浩一、広中学、深井健
一、吉本一哉．睡眠の質の低下は発作性心房細動と関連する ～玉川医師会主導心房

細動横断研究（TAMAGAWA-AF）第 1報～．第 65回日本心臓病学会学術集会．2017

年 9月（大阪） 

3) 西山康裕、西城由之、加藤活人、村賀香奈子、大塚俊昭、木村和美．健診受診者にお
ける頭部MRIでのWhite matter hyperintensityと cardio ankle vascular index (CAVI)の関

連性．第 4回日本心血管脳卒中学会学術集会．2017年 6月（福岡） 

4) 大塚俊昭、管裕彦、矢内美雪．血圧遠隔モニタリングシステムを用いた職場血圧の評
価．第 90回日本産業衛生学会．2017年 5月（東京） 

5) 李英姫、清水孝子、新海雄介、平田幸代、稲垣弘文、武田健、吾妻安良太、山本雅
之、川田智之．Nrf2欠損マウスにおけるディーゼル排ガス吸入曝露のブレオマイシン

肺障害病態への影響．第 87回日本衛生学会学術総会、2017. 3. 
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6) Li Y、Kobayashi M、Shimizu T、Hirata Y、Inagaki H、Azuma A、Takizawa H、Kawada 

T. Effects of diesel exhaust particle in human bronchial epithelial cell migration and the 

intracellular signaling pathway. 22nd Congress of Asian Pacific Society of Respirology 

(APSR)、2017. 11.  

7) 稲垣弘文，平田幸代．NK92MI細胞による Granzyme 3の産生．日本薬学会第 137年会．

2017.3．仙台 

8) 稲垣弘文，平田幸代．NK92MI細胞が産生する Granzyme 3の性状．第 90回日本生化学

会大会（2017年度生命科学系学会合同年次大会）．2017.12．神戸 

9) 加藤活人、塚俊昭、川田智之．血中 CRPと前糖尿病についての検討．日本公衆衛生学

会（第 76回）、2017年 10月 

10) Kitamura A、Jinnouchi H、Kakihana H、Imano H、Kiyama M、Iso H. The association between 

chronic low back and/or knee pain and overweight in Japanese elderly. The 21st IAGG World 

Congress of Gerontology and Geriatrics. 2017. (California: proceedings有) 

11) 藤田和樹，陣内裕成，柿花宏信，島本英樹：地域高齢者における認知リスクとロコモテ
ィブシンドローム該当者数の関連．第 76回日本公衆衛生学会総会．2017．（鹿児島） 

12) 藤田和樹，小笠原一生，橋詰謙，陣内裕成，島本英樹，中田研：ロコモティブシンドロ
ームに対する全身振動トレーニングの動的バランスへの効果－ランダム比較試験．第

72回日本体力医学会．2017．（愛媛） 

13) 平田幸代、稲垣弘文: ラットグランザイム 3 の基質アミノ酸配列の検索. 日本薬学会第

137年会 (仙台)、2017.3.  

14) 平田幸代、佐藤美奈代、稲垣弘文、川田智之: ヒト血清コリンエステラーゼに対する

Sandwich ELISA の確立. 第 90 回日本生化学会大会 (神戸)、2017.12. 

15) 西城由之、大塚俊昭、加藤活人：CAVI（Cardio-Ankle Vascular Index）と高血圧が大脳白

質病変へ与える影響についての検討：第 40回日本高血圧学会総会：2017年 

16) 西城由之、大塚俊昭、加藤活人：The association between cardiometabolic risk factors and 

high medical expenditures in middle-aged workers：第 81回日本循環器学会学術集会：2017

年 

17) 平田紀美子、勝又聖夫、小林麻衣子、稲垣弘文、川田智之: タバコ製品 (無煙タバコ、

加熱式タバコおよび紙巻きタバコ) 中のNicotine測定. 日本薬学会 第 137年会 (仙台)、

2017.3 

18) 平田紀美子、勝又聖夫、川田智之: 禁煙・防煙教育への課題 -非燃焼タバコの有害性を

知っていますか-. 第 76回 日本公衆衛生学会総会 (鹿児島)、2017. 10. 

19) 李卿,小林麻衣子,川田智之: カーバメイト系農薬による NK細胞活性抑制のメカニズム. 

第 90回日本産業衛生学会(東京)2017.5. 

20) Li Q、Kobayashi M、Kawada T: Mechanism of carbamate pesticide-induced apoptosis in human 

immune cells. 53rd Congress of the European Societies of Toxicology(Bratislava)2017.9 
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2016年 
1) 高瀬 知永、輪湖 理絵、坂本 幸子、重城 有紀、関口 明日佳、梁瀬 俊子、吉
井 久美、坂田 道子、高村 直美、古田 美穂、磯崎 実妃、大塚 俊昭．治験薬

管理における他部署との連携と今後の課題．第 37回日本臨床薬理学会．2016年 12月

（米子） 

2) Li YJ、Shimizu T、Kobayashi M、Hirata Y、Inagaki H、Azuma A、Takizawa H、Kawada 

T. Diesel exhaust particle induce epithelial-to-mesenchymal transition in human bronchial 

epithelial cell. 21st Congress of Asian Pacific Society of Respirology (APSR)、2016、11. 

3) 小宮山英徳、高野雅充，澤谷倫宏，柴田祐作，松下誠人，栗原理，加藤活人、宗像
亮，村上大介，畑典武、清野精彦，水野杏一，清水渉 ．第 2世代エベロリムス溶出

ステントにおける新規動脈硬化による超遅発性ステント再狭窄、日本心臓血管内視鏡

学会（第 30回）、2016年 10月 

4) 村上大介，栗原理，志村徹郎，清野精彦，宗像亮，小宮山英徳、松下誠人，加藤活
人、志摩 綾香、内山 沙央里,澤谷倫宏，大場崇芳，高野雅充，畑典武、清水渉．

Acetylcholine誘発試験時における高感度 TnT、H-FABP、NT-proBNPのわずかな上昇は

冠攣縮の重症度/程度を反映するか、日本循環器学会学術集会（第 80回）、2016年 3

月 

5) 植竹俊介、丸山光紀、山本哲平、加藤活人、畑典武、清水渉. 左室硬化の評価は構造

的に正常な心臓における発作性心房細動の有病率の強力な決定因子である、日本循環

器学会学術集会（第 80回）、2016年 3月 

6) Komiyama H，Sawatani T，Shima A，Shibata Y，Matsushita M，Kurihara O，Uetake S，

Yamamoto T，Kato K，Munakata R，Murakami D，Maruyama M，Takano M，Hata N，

Seino Y. Utility of 0.010 inch PCI system for severely calcified and stenotic lesions. Asia PCR / 

Sing LIVE 2016, 2016年 1月 

3) 平田幸代、稲垣弘文、川田智之: ラットグランザイム 3の発現と基質特異性の解析. 日

本薬学会第 136年会 (横浜)、2016.3. 

4) 平田幸代、稲垣弘文: FRETSライブラリを用いたラットグランザイム３の基質特異性の

解析. 第 89回生化学会大会 (仙台)、2016.9. 

5) 西城由之、大塚俊昭、加藤活人、川田 智之：労働者集団においてメタボリックシンド

ロームが高額医療費の発生へ与える影響の検討：第 52回日本循環器病予防学会学術集

会：2016年 

6) 西城由之、大塚俊昭、加藤活人、小谷英太郞：Impact of smoking cessation and subsequent 

body weight gain on cardiometabolic risk factors in a middle-aged male population：第 80回日

本循環器学会学術集会：2016年 

7) 平田紀美子、勝又聖夫、稲垣弘文、川田智之: 高速液体クロマトグラフィー(HPLC)法
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による唾液分析時の唾液保存条件の検討 -2-. 薬学会 第 136年会 (横浜)、2016.3 
8) Li Q、Kobayashi M、Kumeda S、Ochiai H、Ochiai T、MiuraT、Kagawa T、ImaiM、OtsukaT、

Kawada T: Effects of Forest Bathing on Cardiovascular and Metabolic Parameters in Middle-

Aged Males. 18th International Conference on Modern Medicine and Alternative Medicine 

(Zurich)2016.1 

9) Li Q、Kobayashi M、Kawada T: Effect of carbamate pesticides on human natural killer 

activity.55th Annual Meeting and ToxExpo (New Orleans、LA)2016.3. 

 

2015年 
1) 大塚俊昭、宗像亮、小谷英太郞．オシロメトリック法による上腕動脈断面積および

volume elastic modulus測定の臨床的意義．第 57回脈波解析研究会．2015年 6月（東

京） 

2) 大塚俊昭、小谷英太郞、加藤活人、西城由之、齊藤郁夫．家庭血圧遠隔モニタリング
システム（OMRON MedicalLINK）による職場血圧測定の試み．第 4回臨床高血圧フ

ォーラム．2015年 5月（福岡） 

3) 大塚俊昭、高田洋孝、可知悠子、川田智之．職域における将来の高血圧進展リスク予
測モデル作成の試み．第 88回日本産業衛生学会．2015年 5月(大阪) 

4) 大塚俊昭、可知悠子、加藤活人、西城由之、川田智之．Dyslipidemia and the risk of 

developing hypertension in a working-age male population．第 25回日本疫学会学術総会．

2015年 1月（名古屋） 

5) 小谷英太郞、新博次、井上博、奥村謙、山下武志、大塚俊昭、折笠秀樹．非弁膜症性
心房細動例における血栓塞栓症に対する高血圧の影響－J-RHYTHM Registryからの報

告－ 第38回日本高血圧学会総会．2015年 10月（松山） 

6) Nishiyama Y、Otsuka T、Ueda M、Kimura K. Asymmetric dimethylarginine、C-reactive 

protein、and the risk of developing metabolic syndrome in middle-aged men. International 

Stroke Conference 2015. 2015年 2月（Nashville、USA） 

7) 李英姫、清水孝子、滝澤始、吾妻安良太、山本雅之、川田智之. OVAアレルギー性気

道炎症病態のマウス系統差における Nrf2の役割. 第 85 回日本衛生学会学術総会、

2015. 3． 

8) Li YJ、Shimizu T、Hirata Y、Inagaki H、Takizawa H、Azuma A、Yamamoto M、Kawada 

T. Role of Nrf2 in the allergic airway inflammation differ between BALB/c and C57BL/6 mice. 

XXIV World Allergy Congress (WAC)、2015. 10. 

9) 稲垣弘文，平田幸代，清水孝子，川田智之．ヒト末梢血単核球によるグランザイム 3産

生への Brefeldin Aの影響．第 88回日本生化学会大会・第 38回日本分子生物学会年会

合同大会．2015.12．神戸 

10) 内山沙央里、澤谷倫史、志摩綾香、栗原理、松下誠人、植竹俊介、小宮山英徳、山本哲
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平、加藤活人、宗像亮、村上大介、丸山光紀、高野雅充、大場崇芳、畑典武、清野精彦、

清水渉．肺炎球菌感染症を契機に発症した化膿性心膜炎の 1例．日本循環器学会関東甲

信越地方会（第 237回）、2015年 9月 

11) 平田幸代、稲垣弘文、清水孝子、川田智之: ラット臓器におけるグランザイム 3の発現. 

日本薬学会第 135年会 (神戸)、2015.3. 

12) 平田幸代、稲垣弘文、清水孝子、川田智之: ラット末梢血単核球におけるグランザイム

3の発現. 第 38回日本分子生物学会年会、第 88回日本生化学会大会 合同大会 (神戸)、

2015. 12. 

13) 西城由之、大塚俊昭、加藤活人、小谷英太郞：健常集団における継続喫煙及び禁煙によ
る高血圧発症リスク：体重変化の影響を考慮した検討：第 38回日本高血圧学会総会：

2015年 

14) 西城由之、大塚俊昭、加藤活人、小谷英太郞、川田 智之：禁煙は高血圧発症リスクを

上昇させるか？禁煙にともなう体重変動を考慮した職域コホート研究：第 51回日本循

環器病予防学会学術集会：2015年 

15) 西城由之、大塚俊昭、可知悠子、加藤活人、川田智之： Difference between the non HDL-

C and LDL-C levels in a working-age population.：第 25回日本疫学会学術総会：2015年 

16) 平田紀美子、勝又聖夫、小林麻衣子、稲垣弘文、川田智之: カラムスイッチングシステ

ムを用いた HPLC による唾液中カテコールアミン代謝物の同時分析法 -2- . 日本薬学

会 第135年会 (神戸)、2015.3 

17) 小林麻衣子,李英姫,清水孝子,平田幸代,稲垣弘文,川田智之:ヒト気道上皮細胞における

ディーゼル排気粒子の上皮間葉移行 (EMT) 誘発作用. 第 85 回日本衛生学会学術総会

(和歌山)、2015. 3. 

18) Li Q、Kobayashi M、Kawada T: Effect of carbamate pesticides on perforin、granzymes A-B-

3/K、and granulysin in human natural killer cells. 54th Annual Meeting and ToxExpo (San Diego、

California) 2015.3. 

19) 李卿,小林麻衣子,川田智之:カーバメイト系農薬による NK 細胞活性への影響. 第 22 回

日本免疫毒性学会学術年会 (京都) 2015.9. 

20) Li Q、Kobayashi M、Kawada T: Effects of carbamate pesticides on human natural killers and T 

lymphocytes. 51st Congress of the European Societies of Toxicology (Porto、Portugal)2015.9. 

 

2014年 
2) 大塚俊昭、可知悠子、加藤活人、川田智之．職域集団における高血圧発症リスク予測
モデル作成の試み．第 84回日本衛生学会学術総会．2014年 5月（岡山） 

3) Munakata R、Otsuka T、Shimura T、Kurihara O、Inami T、Murakami D、Ohba T、Takano 

M、Seino Y、Shimizu W. Volume elastic modulus of the brachial artery and coronary artery 

stenosis in patientｓ  with suspected stable coronary artery disease. European Society of 
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Cardiology Congress 2014. 2014年 8月 (Barcelona、Spain) 

4) 小谷英太郎、飯田美佐子、加藤活人、大塚俊昭、緒方憲一、草間芳樹、新博次．２型
糖尿病におけるアログリプチン/ピオグリタゾン配合錠への切り替え治療の臨床的評

価．第 57回日本糖尿病学会年次学術集会 2014年 5月（大阪） 

5) 李英姫、清水孝子、平田幸代、稲垣弘文、吾妻安良太、滝澤始、川田智之、工藤翔二. 

ヒト気道上皮細胞におけるディーゼル排気粒子の酸化ストレスによる上皮間葉移行

(EMT)の誘発. 第 54回日本呼吸器学会学術講演会，2014. 4. 

6) 李英姫、清水孝子、加藤活人、菅又昌雄、武田健、山本雅之、川田智之. Nrf2欠損マ

ウスにおけるディーゼル排気粒子の気道・肺への影響. 第 84 回日本衛生学会学術総

会，2014. 5. 

7) Li YJ、Shimizu T、Kato K、Sugamata M、Takeda K、Yamamoto M、Kawada T. Nrf2 

lowers risk for lung injury induced by diesel exhaust. 24th European Respiratory Society 

Annual Congress (ERS)，2014. 9. 

8) 稲垣弘文，平田幸代，清水孝子，川田智之．マイトゲン刺激下ヒト末梢血単核球による
グランザイム Aの産生．日本薬学会第 134年会．2014.3．熊本 

9) 稲垣弘文，平田幸代，清水孝子，川田智之．マイトゲン刺激によるヒト末梢血単核球の
グランザイム A産生．第 87回日本生化学会大会．2014.10．京都 

10) 平田幸代、稲垣弘文、清水孝子、川田智之: コンカナバリン A刺激によるヒト末梢血単

核球のグランザイム 3産生. 日本薬学会第 134年会 (熊本)、2014.3 

11) 平田幸代、稲垣弘文、清水孝子、川田智之: マイトゲン刺激下ヒト末梢血単核球による

グランザイム 3の産生. 第 87回日本生化学会大会 (京都)、2014.10. 

12) 平田紀美子、勝又聖夫、小林麻衣子、稲垣弘文、川田智之: 高速液体クロマトグラフィ

ー(HPLC)法による唾液分析時の唾液保存条件の検討. 日本薬学会 第134年会 (熊本)、

2014.3 

 
2013年 
1) 大塚俊昭、加藤活人、宗像亮、小谷英太郞、雪吹周生．中年男性コホートにおける脂
質異常症と高血圧発症リスクとの関連性．第 36回日本高血圧学会総会．2013年 10月

（大阪） 

2) 大塚俊昭、西山康裕、雪吹周生．職域男性における境界域高 LDLC血症から高 LDLC

血症への進展リスクおよびその進展に関連する臨床背景の検討．第 45回日本動脈硬

化学会総会・学術集会．2013年 7月（東京） 

3) 大塚俊昭、川田智之．職域男性集団における継続喫煙および禁煙による耐糖能障害発
症リスク：体重変動を考慮した検討．第 86回日本産業衛生学会．2013年 5月（松

山） 

4) 宗像亮、大塚俊昭、稲見徹、小谷英太郎、雪吹周生、清野精彦、清水渉．上腕動脈コ
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ンプライアンス指標による冠動脈狭窄病変の存在予測－脳波伝播速度との比較－．第

61回日本心臓病学会学術集会．2013年 10月（熊本） 

5) 宗像亮、大塚俊昭、加藤活人、小谷英太郎、雪吹周生、清野精彦．オシロメトリック
法による上腕動脈コンプライアンス指標は冠動脈狭窄病変の存在を予測できるか．第

2回臨床高血圧フォーラム．2013年 5月（東京） 

6) 李英姫，清水孝子，平田幸代，稲垣弘文，新海雄介，武田健，吾妻安良太，滝澤始，
山本雅之，川田智之，工藤翔二. Nrf2 欠損マウスにおけるディーゼル排気粒子曝露の

ブレオマイシン気道炎症病態への影響．第 53 回日本呼吸器学会学術講演会，2013. 4. 

7) Li YJ，Shimizu T，Hirata Y，Inagaki H，Shinkai Y，Takeda K，Azuma A，Takizawa H，

Liu X，Kawada T，Kudoh S. Diesel exhaust particle induce epithelial-to-mesenchymal 

transition by oxidative stress in human bronchial epithelial cell．23rd European Respiratory 

Society Annual Congress (ERS)、2013. 9. 

8) 川井彩夏，佐藤里櫻，塩田香織，渡辺麻里，稲垣弘文，李英姫，川田智之．特定保健用
食品の白飯及びブドウ糖液摂取後の血糖値に及ぼす影響．第 81回日本医科大学医学会

総会．2013.8．東京 

9) 平田幸代、稲垣弘文、川田智之: 血中セリンプロテアーゼ阻害蛋白のヒトグランザイム

３およびグランザイムＡへの影響. 第 86 回日本生化学会大会 (神戸)、2013.9. 

10) 加藤活人、大塚俊昭、可知悠子、今陽一、小谷英太郎、川田智之．耐糖能悪化リスク予
測因子としての C 反応性蛋白の有用性．日本循環器病予防学会（第 49回）、2013年 6

月 

11) 小谷 英太郎、飯田美佐子、柴田まり子、加藤活人、草間芳樹、新博次．DPP-4 阻害薬

によるインスリン分泌促進効果の臨床的評価 SU薬併用の有無による検討．日本糖尿

病学会年次学術集会（第 56回）、2013年 5月 

12) 平田紀美子、勝又聖夫、川田智之: POCTを用いた防煙教育-3. 第 72回 日本公衆衛生
学会総会 (津)、2013. 10. 
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研究助成等 
 

科学研究費補助金 

 

2023年 
1) 李英姫（代表）．基盤研究(C) 研究課題番号：23K09658．「NRF2 欠損内皮細胞を用い

た PM2.5の血管障害の分子メカニズムの解明」 

 

2022年 
1) 大塚俊昭（代表）．基盤研究(B) 研究課題番号：22H03359．「健常集団における HDL機

能の分布及び動脈硬化・高血圧との関連性を検討する疫学研究」 

2) 伊藤亜里（代表）．基盤研究(C) 研究課題番号：22K07243．「急性骨髄性白血病治療に

特化した CXCR4発現 CD25標的キメラ T細胞の解析」 

 

2021年 
1) 川田智之（代表）．基盤研究(C) 研究課題番号：21K10481.「神経・血管バイオマーカ

ーに焦点をあてた睡眠時呼吸障害者の綜合的疫学研究」 

 

2020年 
1) 平田幸代（代表）．基盤研究(C) 研究課題番号：20K10456．「肝の脂肪化における血清

コリンエステラーゼ活性上昇とその性状」 

 

2019年 
1) 加藤活人（代表）．若手研究 研究課題番号：19K19470．「自然環境と急性大動脈解離

発症との関連性：全国循環器専門施設データを用いた疫学研究」 

2) 陣内裕成（代表）．若手研究 研究課題番号：19K19442．「地域慢性運動器痛保有者に

対するセルフマネジメント強化と神経修飾因子の関連解明」 

 

2018年 
1) 大塚俊昭（代者）．基盤研究(C) 研究課題番号：18K10113．「糖尿病における循環器疾

患リスクマーカーとしての微小心筋障害に関する臨床疫学研究」 

2) 李英姫（代者）．基盤研究(C) 研究課題番号：18K10032．「ディーゼル排気粒子の肺線

維症病態への増悪作用、およびその分子機構の解明」 

 

2016年 
1) 川田智之（代表）．基盤研究(C) 研究課題番号：16K09109．「睡眠時呼吸障害とメタボ
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リックシンドロームに関する綜合的研究」 

2) 勝又聖夫（代表）．基盤研究(C) 研究課題番号：16K01774．「「ニコチンはドーピング防

止規程の監視対象物質である」ことの認識に基づくタバコ対策 」 

 

2015年 
1) 大塚俊昭（代表者）．基盤研究(C) 研究課題番号：15K08752．「メタボリック症候群発

症予測指標としての血中多価不飽和脂肪酸の有用性：職域疫学研究」 

2) 李英姫（代表者）．基盤研究(C) 研究課題番号：15K08786．「好中球性アレルギー喘息

病態における Nrf2の役割」 

3) 可知悠子（代表者）．基盤研究(C) 研究課題番号：15K08573．「非正規雇用の健康影響

に関する国際比較研究」 

 

2014年 
1) 李卿（代表）．基盤研究(C) 研究課題番号：26460811．「カーバメイト系農薬による抗

癌免疫機能への影響及びその機序」 

 

2013年 
1) 勝又聖夫（代表）．挑戦的萌芽研究 研究課題番号：25560168．「サリン事件被害者の長

期的な健康不安の解析」 

 
 

その他の公的競争資金 

 
2022年 
1) 伊藤亜里（代表）．文部科学省 令和4年度ダイバーシティ研究環境実現イニシアティ

ブ（女性リーダー育成型）補助事業．「NKおよび T細胞の疲弊状態および代謝におけ

る Granzyme Kの役割」 

 

2015年 
1) 李卿（代表）．独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構生物系特定産業技術研究

支援センター戦略的イノベーション創造プログラム（次世代農林水産業創造技術）．「2-

(5) 脳・内分泌・自律神経・免疫活動を用いた人での評価法の開発」 

 

 

民間研究助成 
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2021年 
1) 川田智之（代表）．喫煙科学財団研究助成．「紙巻・加熱式タバコ喫煙者の血清リチウム

濃度分布とその特性：男性労働者ベースライン研究」 

 

2019年 
1) 川田智之（代表）．一般社団法人全日本コーヒー協会研究助成．「コーヒー摂取とメンタ

ル不全・心理的安寧に関する職域疫学研究」 

2) 陣内裕成（代表）．公益財団法人日本フルハップ研究助成．「中高年の慢性ひざ痛とそれ
に伴う機能低下に対する実用的予防指導法の開発と効果検証」 

 

2018年 
1) 大塚俊昭（代表）．三越厚生事業団第 46回三越医学研究助成．「生活習慣病を伴う肥満

者における動脈硬化惹起性リポ蛋白の分布に関する臨床研究」 

 

2016年 
1) 川田智之（代表）．一般社団法人Ｊミルク「牛乳乳製品健康科学」学術研究．「地域在住

高齢者の過去における牛乳摂取頻度とメンタルヘルス」 

2) 川田智之（代表）．喫煙科学財団研究助成．「喫煙状況を踏まえた睡眠時呼吸障害と耐糖
能障害との関連性」 

 

2015年 
1) 李卿（代表）．公益財団法人車両競技公益資金記念財団．「平成 27年度 森林浴による

健康増進等に関する調査研究」 

 

2013年 
1) 可知悠子（代表）．医療経済研究機構研究助成．「低所得者への医療供給体制のあり方に

関する研究 －受診抑制と治療中断の改善に向けて－」 

 

 

受賞など 

 

2022年 
1) 伊藤亜里．第 50 回日本免疫学会学術集会 ベストプレゼンテーション賞．「Targeting 

poor prognosis leukemia with CD25-targeted chemokine receptor expressing CAR T cell therapy」 

 

2020年 
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1) 陣内裕成．第 79 回日本公衆衛生学会総会 優秀口演賞．「要介護認定後2 年間の累積

骨折発生率と医療費―介護予防の一体的実施に係る指標づくり」 

 

2019年 
1) 陣内裕成．第 78回日本公衆衛生学会総会 口演賞受賞．「慢性腰痛・ひざ痛の重症化予

防と住民健診におけるブリーフインタベーションの開発」 

 

2018年 
1) 陣内裕成．第 28 回日本疫学会学術総会 優秀演題賞．「東日本大震災後の関節痛の有

症・悪化と関連する生活要因：福島県県民健康調査」 

 

2017年 
1) 大塚俊昭．第 90 回日本産業衛生学会 優秀演題賞．「血圧遠隔モニタリングシステム

を用いた職場血圧の評価」 

 

2015年 
1) 西城由之．第 38回日本高血圧学会 Research Awards．「健常集団における継続喫煙及び

禁煙による高血圧発症リスク：体重変動を考慮した検討」 

 

2014年 
1) 加藤活人．財団法人博慈会老人病研究所 先端推奨論文賞 臨床部門．"Two-hour post-

load plasma glucose levels are associated with carotid intima-media thickness in subjects with 

normal glucose tolerance. Diabet Med 2014; 31: 76-83." 

 

2013年 
1) 大塚俊昭．日本医科大学医学会 奨学賞．「循環器疾患および生活習慣病予防医学にお

けるバイオマーカーアプローチ」 

2) 大塚俊昭．第 49 回日本循環器病予防学会 Young Investigator's Award (YIA) 優秀賞．

「睡眠時間および睡眠による休養感とメタボリックシンドローム発症リスク：職域男

性コホートにおける検討」 

3) 李英姫．第 83 回日本衛生学会総会 繊維・粒子状物質研究会推奨演題賞．「Nrf2 欠損

マウスにおけるディーゼル排気粒子曝露のブレオマイシン気道炎症病態への影響」 
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編集後記 
 

10年前に発刊しました「川田教授就任 10周年記念誌」の編集に続き、今回の「川田教授

就任 20周年記念誌」も、私、大塚が編集を担当いたしました。しかしながら、非常に大切

な教室の記録にもかかわらず、私の不徳の致すところにより当初の予定より発刊が大幅に

遅れしまいました。本誌の完成を心待ちにしていた教室員の方々には多大なるご迷惑をお

かけしましたことを、この場を借りてお詫び申し上げます。 
 
「川田教授就任 10周年記念誌」の編集後記を改めて見返すと、川田教授が本教室に着任

された 2003年と 10年後となる 2012年の在籍教室員を比較したところ 4名の入替えがあっ

た、との記載がありました。そこで、今回も 2013年 4月と 2022年度末の在籍教室員（大学

院生を除く）を比較しました。すると、定年退職も含め 4名が退職、3名が入職、という結

果でした。前回の調査と合わせ概ね 10年で 3-4人の方が当職場を去り、また新たに職場の

仲間として加わるサイクルが覗えます。旧来からのメンバーと更に深く連携しつつ、新たな

メンバーを迎え入れ更なる教室のステップアップを目指すと言う意味で、バランスの取れ

た人員刷新だと考えました。3名の入職者は、当教室大学院 OBの加藤先生、大阪大学で疫

学の研鑽を積まれた陣内先生、そして東北大学で実験の経験を積まれた伊藤先生となりま

す。特に伊藤先生は 2006年 3月まで当教室に「中台さん」として在籍、その後一度当教室

を離れましたがこの度めでたく？復帰されました。皆様の研究力で教室のレベル向上に貢

献していただくとともに、その人柄で教室を更に和やかにして下さい。 

本記念誌の業績欄の記載方法ですが、前回の「10 周年記念誌」から少し変更し、各年単

位で業績を纏め付番する方式としました。これにより、各年における公表論文数、公的研究

費や助成金の獲得件数、学会等の受賞件数などを年単位で比較することが容易になり、その

年度ごとの教室全体のアクティビティの「見える化」に繋がったと考えています。 

川田教授着任後、当教室員は大まかに実験グループと疫学グループに分かれ、各々で専門

性の高い研究活動を行ってきました。今回の記念誌作成を通じ、直近の 10年においても両

グループともに活発な学会発表や論文公表を行っていることが改めて確認できます。特に、

重要な研究業績指標の一つである公的競争的資金（科研費）がコンスタントに採択されてい

ることが、今回の記念誌を纏めるにあたり印象強く残りました。今後も、実験グループと疫

学（フィールド調査）グループが衛生学公衆衛生学の幅広い分野を網羅し、バランスの良い

研究活動を継続していただくことが望まれます。 
 
最後になりますが、川田教授からこの 20周年記念誌について、我々教室員が過去を振り

返ることでこれからの道筋を思い描くための機会として欲しい、とのお言葉をいただいて

います。各教室員におかれましては、本誌を一読し、今後の大学人としての目標や方向性を

再確認していただければ幸いです。 

 

令和 6年 3月 大塚 俊昭 
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